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（午後１時３０分） 

◎開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆様、大変ご苦労様でございます。 

昨日、一昨日と、定例会また決算審査特別委員会を精力的にご審議いただきまして、

誠にありがとうございます。 

それでは、これより休会を解き、令和６年第３回枝幸町議会定例会を再開いたしま

す。 

 本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告申し上げます。 

ただいまの出席議員は 12 名全員でございます。定足数に達しますので、会議は成

立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、会議を取り進めさせていただきます。 

（開議 午後１時３１分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

４番徳保喜幸議員、５番野口洋郎議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 認定第１号 ～ 日程１１ 認定第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 認定第１号 令和５年度枝幸町一般会計歳入歳出

決算認定についてから、日程第 11 認定第 10 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病

院事業会計決算認定についてまでの 10 件の認定案件は、本定例会において、決算審

査特別委員会に審査付託された事件であります。 

この 10 件の認定案件は、休会前より引き続き一括議題として審議いたします。 

本件については、休会中に決算審査特別委員会が開催され、審議が終了しておりま

すので、委員長の報告を求めます。 

石川勝決算審査特別委員長、自席から報告願います。 

（決算審査特別委員長石川 勝君 自席より報告） 

○決算審査特別委員長（石川 勝君） それでは、決算審査特別委員会の決算審査報

告を申し上げます。 

開催日 令和６年９月 11 日。 

委員出席数 11 名。 

場所 枝幸町議会議場。 

出席委員 委員長石川、小林副委員長、秋川委員、村上委員、田口委員、遠山委員、

野口委員、徳保委員、清水委員、渡辺委員、岩谷委員。 

地方自治法第 105 条の規定による出席 小原議長。 

委員会条例第 19 条の規定による出席者 村上町長、今井副町長、小川教育長、総

務課、企画課、財政課、税務課、情報課、町民課、保健福祉課、農林課、水産商工課、

観光課、建設課、水道課、会計課、歌登支所、学校教育課、社会教育課、国保病院事

務局、農業委員会事務局、以上関係職員。 

柳原代表監査委員。 

議会事務局 桔梗事務局長、岡橋主幹。 
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付議した事件 令和６年９月 10 日開会の第３回定例会において決算審査特別委員

会に付託された事件。 

認定第１号 令和５年度枝幸町一般会計歳入歳出決算認定について、認定第２号 

令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第３号 

令和５年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第４

号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第５号 

令和５年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第６号 

令和５年度枝幸町港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第７号 令

和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第８号 令和

５年度枝幸町水道事業会計決算認定について、認定第９号 令和５年度枝幸町下水道

会下水道事業会計決算認定について、認定第 10 号 令和５年度枝幸町国民健康保険

病院事業会計決算認定について。 

町長の決算概要説明、代表監査委員の審査報告、認定第１号 令和５年度枝幸町一

般会計歳入歳出決算から、認定第 10 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会

計決算まで終了。 

 審査の経過と結果について、令和６年第３回定例会で付託された令和５年度一般会

計、６特別会計及び３企業会計の決算に関する件につきまして、その審査経過と結果

についてご報告申し上げます。 

本委員会は、令和６年９月 10 日に設置、９月 11 日に開催し、町長から決算概要に

ついて、代表監査委員から審査報告についてそれぞれ説明を受け、その後、決算内容

の審査に入り、質疑を行った結果、同日に全日程を終了いたしました。 

以下、一般会計、特別会計及び企業会計の決算に関する審査で、主な事項を申し上

げます。 

令和５年度一般会計決算の審査方法は、一般会計については、歳出は款ごとに５つ

の部門に区分しての質疑、歳入は一括の質疑、及び歳入歳出全般にわたっての質疑、

特別会計については、歳入歳出全般の質疑、公営企業会計については、決算全般の質

疑を行いました。 

一般会計における主な質疑について、１款議会費から２款総務費では、防災資機材

における消費期限切れが迫っている非常食の処理方法及び有効活用について、町長交

際費が前年度に比べて増額となった理由について、各地区コミュニティセンターの施

設管理業務委託料の額の算出に対する考え方について、ウェブサイト業務委託におけ

る町ホームページとの関連について、歌登地区地域総合サブセンター管理経費の支出

がない件について、奨学金償還支援事業助成金の認定件数について、防災会議委員経

費が執行されていない理由について、防災会議委員に女性の委員が含まれているかに

ついて、電気・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金の給付対象世帯のうち３世帯

が給付されていない理由について、行財政改革推進委員会において出席委員が少ない

理由及び出席率向上への対策について、結婚新生活支援事業の利用者が少ない理由及

び今後の対応について、結婚新生活支援事業助成金予算額の算出根拠について、おた

めし地域おこし協力隊制度のＰＲ対策について、デマンド型交通の利用促進について、

地域間交流事業に関して、東京都港区で行われた宗谷イチ押しプロモーションの内容

及びうきは市との交流の今後の展開について、防災資機材における簡易トイレの使用

方法及び移動式トイレの購入予定について。 
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３款民生費から４款衛生費では、枝幸訪問看護ステーション運営事業の利用者数・

訪問回数・交通費助成金が前年度に比べて減少している理由及び訪問看護師の充足状

況について、医療技術者等修学資金貸付事業の利用促進対策について、空き家除去費

補助金の予算増額への考え方について、プラスチック使用製品類ごみ分析調査の効果

について、子ども・子育て支援事業におけるブックスタート対象者の選定基準につい

て、認定こども園の利用児童数について、認定こども園の賄材料費が予算額に対して

決算額が少ない理由について、児童福祉施設複合化改修事業における現在の施設の利

用状況と効果について。 

５款労働費から７款商工費では、オホーツク枝幸株式会社運営費負担金の使途内容

について、オホーツク枝幸株式会社の経営で利益が生じた場合の枝幸町の負担金の取

扱いについて、観光協会助成事業に関して枝幸町ＰＲ用ユーチューブ動画の再生回数

が少ない現状に対しての町の考え方及び発信力向上への対策について、全国的に昆布

が減少している中での水産環境整備事業の現在の状況について、オホーツク枝幸株式

会社運営費負担金の役員人件費分はどの役職に対してのものかについて、保養施設等

管理経費及び保養施設等整備事業費の過去との比較について、保養施設の経済効果を

算出されているかについて。 

10 款教育費から 14 款予備費では、特別支援教育支援員が減少している中での人員

の充足状況及び人員確保に向けた解決策について、教育相談員が不在の中での状況及

びその解決策について、教育支援センター長が教育相談員を兼務するのか、あるいは

新しい人材は求めていくのかその考え方について、小学校マラソン大会の令和６年度

以降の開催の方向性について、図書館改修に伴う運営経費の削減効果について。 

歳入歳出全般では、今後の財政運営の見通しについてなどの質疑がなされました。 

特別会計では、介護保険事業特別会計においては、地域支援事業（包括的支援事業）

及び（任意事業）が前年度に比べて減額となった理由について、地域包括支援事業

（生活支援体制整備事業）に人件費が計上されている理由についての質疑がなされま

した。 

令和５年度各会計決算は、当町の基幹産業である農林水産業の振興をはじめ、定

住・移住対策、子ども・子育て支援、福祉・介護・医療の施策、インフラ整備など、

行政ニーズに対応した積極的な町政執行により、一般会計及び６件の特別会計の歳入

総額は 159 億 773 万 6,980 円、歳出総額は 156 億 3,306 万 6,711 円。 

３件の公営企業会計の収益的収支の収益合計は 26 億 4,181 万 9,368 円、費用合計

は 25 億 4,200 万 3,831 円、資本的収支の収入合計は７億 7,677 万 7,300 円、支出

合計は 11 億 5,617 万 5,225 円でありました。 

その中で、歳入については、町税の増収をはじめ、ふるさと未来応援寄附金の増額

など、自主財源の比率を上げられ、安定した財政運営をされてきたことに際して高く

評価いたします。 

しかしながら、未納額については、一般会計及び特別会計の合計は 9,151 万 3,405

円、公営企業会計の合計は 1,285 万 646 円であり、年々増加傾向にあります。 

未納額の回収にあたっては、関係課職員の徴収努力は認められますが、町税等収納

向上対策本部会議の機能を発揮し、より一層滞納処分の強化を図りながら、滞納者へ

の訪問や面談を行うなど、きめ細かな対応を継続して行い、今後とも職員一丸となっ

て積極的な収納に努めていただき、住民間の負担の公平を期することを望みます。 
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今後、急速な人口減少や少子高齢化の進行をはじめ、頻発する自然災害への対応、

老朽化が進むインフラ施設の更新など、これまでにも増して多様化する住民ニーズや

幅広い行政課題に対応していかなければなりません。 

また、新型コロナウイルス感染症の位置付けが５類へ移行したことで、行動制限が

なくなり経済活動が活発化されたものの、物価・燃料価格の高騰により住民生活や地

域経済への影響が長期化し、未だ改善が見通せない状況が続いています。 

このような厳しい情勢ではありますが、第２次枝幸町まちづくり計画をはじめとす

る各種計画に基づきながら、かつ枝幸町中期財政計画との整合性を図りつつ、ふるさ

と未来応援基金の有効活用など、今後とも、理事者の指導のもと全職員の英知を結集

し、健全な財政運営の推進を念頭に、住民福祉の向上や地域産業の振興に努めていた

だきたいと存じます。 

なお、決算審査特別委員会は、本付託案件である認定第１号から認定第１０号につ

いては、いずれも原案のとおり、認定すべきもの、と決定したことを報告いたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、委員長報告が終わりました。 

お諮りいたします。 

認定第１号から認定第 10 号までの質疑・討論を省略したいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。質疑・討論を省略いたします。 

これから採決に入りますが、認定第１号から認定第 10 号までの認定案件 10 件の委

員長報告は、認定すべきもの、とのことであります。 

この 10 件の認定案件を一括して採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

認定第１号から認定第 10 号までの 10 件の認定案件は、一括して採決することに決

定しました。 

 お諮りいたします。 

認定第１号 令和５年度枝幸町一般会計歳入歳出決算認定について、認定第２号 

令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第３号 

令和５年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第４

号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第５号 

令和５年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計歳入歳出決算に認定について、認定第６

号 令和５年度枝幸町港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第７号 

令和５年度枝幸町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第８号 令

和５年度枝幸町水道事業会計決算認定について、認定第９号 令和５年度枝幸町下水

道事業会計決算認定について、認定第 10 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病事病

院事業会計決算認定について、以上の 10 件の認定案件は、委員長報告のとおり認定

することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第 10 号までの 10 件の認定案件は、認定すること

に決定いたしました。 
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◎日程第１２ 報告第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 報告第７号 令和５年度枝幸町健全化判断比率

及び枝幸町資金不足比率について、報告願います。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 25 ページでございます。 

報告第７号 令和５年度枝幸町健全化判断比率及び枝幸町資金不足比率について。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第 22 条第１項の規定

により、健全化判断比率及び資金不足比率を、別紙監査委員の意見書を添えて報告す

る。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律、いわゆる財政健全化法では、健全であ

るかどうかを判断する比率として、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率の４つの指標に加え、公営企業の資金の状態を表す指標として、資

金不足比率を算定し、それぞれ監査委員の審査に付し、その意見をつけて議会に報告

するとともに、公表することとされております。 

令和５年度の各種指標につきましては、監査委員による審査を８月２日に受け、９

月２日に各審査意見書の提出をいただきましたことから、議会に報告するものでござ

います。 

まず、健全化判断比率の１つ目、実質赤字比率でございます。 

実質赤字比率は、実質赤字額が標準財政規模に占める割合を示すものであり、一般

会計が対象になります。黒字決算であることから、実質赤字額はなく、比率の数値は

ございません。 

２つ目の連結実質赤字比率につきましては、一般会計のほか、特別会計や企業会計

を含めた全ての会計を対象とした実質赤字額や資金不足額の合計が、標準財政規模に

占める割合を示す比率でございますが、全会計において実質赤字額や資金不足額がな

いことから、連結実質赤字額はなく、これも比率の数値はございません。 

３つ目の実質公債費比率につきましては、地方債の元利償還金等が標準財政規模に

占める割合を示すものでございます。直近３ヶ年の平均でございまして 9.5%であり、

早期健全化基準 25%を下回っております。前年度は 9.3％であり、0.2 ポイントの増

加でございます。 

４つ目の将来負担比率につきましては、地方債残高や債務負担行為に基づく支出予

定額の将来負担額が標準財政規模に占める割合を示すものでございます。充当可能財

源が将来負担額を上回ったことから、比率の数字はございません。 

次に、公営企業に係る資金不足比率ですが、これは事業の規模に対する資金の不足

額を示すものでございます。水道事業をはじめとする６つの特別会計等全てにおきま

して資金不足は発生しておりません。したがいまして、資金不足比率の数字はござい

ません。 

以上のとおり、財政健全化法で規定された全ての指標について健全であり、赤字と

なる数字はなく、法で定める基準を下回っておりますことを、ここにご報告させてい

ただきます。 
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今後につきましても、これら健全化判断比率等の数値を注視しながら、長期的な展

望に立ち、限られた財源の有効活用と、効率的、効果的な財政の運用に執行に努めて

まいりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１３ 報告第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 報告第８号 放棄した債権の報告について、報

告願います。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

〇財政課長（深井信君） 議案書 26 ページでございます。 

報告第８号  放棄した債権の報告について。 

枝幸町債権管理条例第 15 条第１項の規定に基づき、町の債権について、下記調書

のとおり放棄したので、第 16 条の規定により報告する。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長 

 債権放棄調書についてでございます。 

債権放棄年月日は、令和６年３月 31 日。 

債権の名称は、土地貸付収入。 

 債権放棄の事由は、枝幸町債権放棄、債権管理条例第 15 条第１項第７号該当。 

令和５年度の放棄した債権は、６件７期の 39 万 5,677 円、内訳は記載のとおりで

ございまして、備考としまして、合計件数のうち実数は１法人でございます。 

今回、放棄した債権につきましては、会社法第 472 条第１項の規定により当該法人

が解散したため、債務者不存在となったことから、条例の規定に基づき債権を放棄し

たものでございます。 

以上、大変簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１４ 報告第９号 

〇議長（小原 仁君） 日程第 14 報告第９号 放棄した債権の報告について、報告

願います。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

〇水道課長（桜井勝浩君） 議案書 27 ページでございます。 

報告第９号 放棄した債権の報告について。 

枝幸町債権管理条例第 15 条第１項の規定に基づき、町の債権について、下記調書

のとおり放棄したので、第 16 条の規定により報告する。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

債権放棄調書でございます。 

債権放棄年月日は、令和６年３月 31 日。債権の名称は水道料。 

債権放棄の事由は、枝幸町債権管理条例第 15 条第１項第１号、第３号及び第４号
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該当。 

令和５年度の放棄した債権は、３件９期の３万 1,884 円でございます。 

今回放棄した債権につきましては、全て個人名義の給水契約で、無財産が１件、相

続放棄による債務者不存在が１件、居所不明が１件でございまして、条例の規定に基

づき債権を放棄したものでございます。 

以上、大変簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１５ 報告第１０号 

〇議長（小原 仁君） 日程第 15 報告第 10 号 放棄した債権の報告について、報

告願います。 

病院事務局長。 

（病院事務局長神尾尚人君 登壇） 

〇病院事務局長（神尾尚人君） 議案書 28 ページをお開き願います。 

報告第 10 号 放棄した債権の報告について。 

枝幸町債権管理条例第 15 条第１項の規定に基づき、町の債権について、下記調書

のとおり放棄したので、第 16 条の規定により報告する。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

今回放棄した債権の内容につきましては、診療費を負担すべき患者が破産し、その

責任を免れたこと。患者が死亡し、相続人全員が相続放棄をしたため債務者不存在に

なったこと。患者が所在不明となり、弁済する見込みがないこと。また、患者が著し

い生活困窮状態にあり資力の回復が困難であるため、債務の履行の見込みがないこと

から、条例の規定に基づき債権を放棄したものでございます。 

それでは、議案中段からの債権放棄調書をご覧ください。 

 債権放棄年月日は、令和６年３月 31 日債権の名称は診療費。 

債権放棄の事由は、枝幸町債権管理条例第 15 条第１項第１号該当の破産免責が、

平成 23 年度分の１件、２回、６万 8,000 円。 

第３号該当の相続放棄が、令和元年度分の１件、８回、28 万 6,774 円。 

第４号該当の所在不明が、平成 14 年度分から平成 28 年度分までの 15 件、18 回、

14 万 2,520 円。 

第６号該当の生活困窮が、平成 24 年度から令和元年度までの９件、61 回、22 万

6,627 円。 

計で 26 件、89 回、72 万 3,921 円でございます。 

備考ですが、債権放棄の実人数は 20 名でございます。 

以上、報告といたします。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１６ 報告第１１号 

〇議長（小原 仁君） 日程第 16 報告第 11 号 寄附採納について、報告願います。 

総務課長。 
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（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

〇総務課長（高瀨雅之君） 議案書 29 ページでございます。 

報告第 11 号 寄附採納について。 

寄附採納について、次のとおり報告する。 

令和６年９月 10 日提出 枝幸町長。 

今回は、指定寄附１件と一般寄附２件を報告します。 

初めに指定寄附です。 

寄附者氏名、枝幸町、すいません、間違えました。枝幸郡枝幸町歌登南町、歌登ラ

イオンズクラブ、会長七戸忠幸様。 

寄附の種類は、エアコン MSZーBXV4024 でございます。 

指定内容は、公共施設利用者の熱中症対策のため。 

寄附年月日は、令和６年７月 19 日です。 

 続きまして一般寄付です。１件目、寄附者氏名、宮城県仙台市青葉区みやぎ台２丁

目、飯塚公良夫様。 

寄附の種類は、土地、枝幸郡枝幸町歌登毛登別 721 番地１、原野 3,069 ㎡他 16 筆

ございます。 

寄付年月日は、令和６年８月 15 日です。 

２件目、寄附者氏名、千葉県白井市桜台２丁目 11-13、中西和雄様。 

寄附の種類は、土地、枝幸郡枝幸町宇遠内 2952 番、原野 3,600、３万 6,380 ㎡他

１筆でございます。 

寄附年月日は、令和６年８月 15 日です。 

以上、内容を説明いたしましたが、ご寄附をいただいた皆様に、この場をお借りい

たしまして、厚くお礼申し上げます。 

以上、報告といたします。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第 17 閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

〇議長（小原 仁君） 日程第 17 閉会中の所管事務調査の実施に係る各委員長報

告書並びに監査委員から例月出納検査の報告書が、それぞれ、資料配付のとおり議長

宛てに提出されています。 

また、今定例会以降の閉会中の継続調査の申し出については、各常任委員長及び議

会運営委員長から所管事務調査として、それぞれ議長あてに提出がありましたので、

申し出のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

〇議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、閉会中の継続調査の申し出のとおり決定いたしました。 

 

◎閉会宣言 

○議長(小原 仁君) これで本定例会の会議に付された事件は、全て議了いたしまし

た。 

会期は１日残っておりますが、会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと
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思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

本定例会は、本日で閉会することに決定いたしました。 

大変皆様ご苦労様でございました。 

今、巷ではですね、令和の米騒動とも言われるような大変米が不足している状況で

ございます。 

皆さんの中にも、ご苦労された方もおられるんではなかろうかなというふうに思い

ます。 

今、新米が徐々に流通をして、だんだん、いい方向に向かっているように思います

が、これで、米も足りないと言って先食いしてしまうと、またその足りないのが、ま

た来年やってくるのではないかなというふうに思います。 

今の農政では、米の生産は、本当にあのギリギリのところで何か行っているようで

ありますので、ちょっとした状況がありますと足りなくなったりするようであります。 

輸出用の備蓄米は結構あるようでありますので、備蓄用のお米を放出してはどうか

なと思うんですけども、やっぱり中央官庁では、こっちはこっち、こっちはこっちと、

やっぱりきちっと分けているようで、なかなか備蓄米を市中に放出するという考え方

が、あまりないようでございます。 

これから大変なことになると思いますが、我々も、いろんなことに小回りに対応し

ながら、そういうことが中央省庁のようにならないことを皆さんで考えながらやって

いきたいなというふうに思います。 

これで本日の会議を閉じます。 

令和６年第３回枝幸町議会定例会を閉会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

（閉会 午後２時１１分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


